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科目名 計量経済学 

問題 

 
問題は次の⼆つである。いずれも解答せよ。 

[1] 確率変数𝑥が存在し、𝑥は 1 または 0 の値をとり、確率関数を𝑃ሺ𝑥 ൌ 1ሻ ൌ 𝑝、𝑃ሺ𝑥 ൌ 0ሻ ൌ

1െ 𝑝とする。確率変数𝑥は独立であり、それを𝑛回復元抽出する。このとき、確率変

数𝐴を定義し、𝑛回の試行のうち𝑥 ൌ 1を𝑎回観測することを𝐴 ൌ 𝑎と表す。確率変数𝐴

の確率関数は𝑃ሺ𝐴 ൌ 𝑎ሻ ൌ 𝐶௡ ௔𝑝௔ሺ1െ 𝑝ሻ௡ି௔となる。𝐴の期待値と分散を導出せよ。 

[2] 真の回帰方程式を𝑌௜ ൌ 𝛼 ൅ 𝛽𝑥௜ ൅ 𝑢௜、誤差項は系列相関なく𝑢௜ ∼ 𝑁ሺ0,𝜎ଶሻに従うと仮

定する。OLS によるパラメータ推定値を𝛼ො、𝛽መ、残差を𝑢ො௜ ൌ 𝑦௜ െ 𝛼ො െ 𝛽መ𝑥௜と表わす。標

本数を𝑛とする。残差の不偏分散である
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出題意図 

 
計量経済学の基礎となる確率統計と回帰分析の問題を出題し、計量経済学と数理統計

学の知識に基づく思考⼒と計算能⼒を問う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


